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①主権者教育に関する調査の報告

昨年度に実施した「主権者教育等に関する調査」の報告書を近日中に公表し
ます。
調査報告書は、総務省のウェブサイトに掲載を予定しております。また、出

前授業の実施団体数などを、グラフを使って分かりやすくまとめた概要版も掲
載いたしますので、今後の主権者教育に関する取り組みの推進にお役立てくだ
さい。
各選挙管理委員会の皆様におかれましては、ご協力ありがとうございました。

【記事一覧】
①主権者教育に関する調査の報告 ④「こどもタウン」を開催しました［NEXT CONEXION］
②キャンパス・スコープ43号 ⑤主権者教育アドバイザー（小島 勇人）
③明るい選挙推進協会からのお知らせ

主権者教育だより vol.２７

③明るい選挙推進協会からのお知らせ
(1)情報誌「Voters No.51」を発行しました
今号は、「海外の主権者教育」と題して、アメリカ、イギリス、ドイツ、フ

ランス、デンマーク、オーストラリアの主権者教育について、東海大学の斉藤
仁一朗先生、大阪大学の北山夕華先生など６名から寄稿頂きました。その他、
文科省に設置された主権者教育推進会議や経済同友会が発表した提言などの主
権者教育に関するトピックの紹介や、第25回参院選や第19回統一地方選挙の結
果のデータ等を掲載しています。是非ご覧ください。

(2)選挙出前見本市の開催

9月18日（水）にリファレンス大博多ビル（福岡市）において選挙出前授業
見本市を開催します。東京、神戸市での開催に引き続き、今回もロールプレイ
手法を用いた内容や他部署と連携した内容、選挙時に実際の選挙公報を用いた
内容など、実際に選管職員が取り組んでいる出前授業の事例の中から関心のあ
るものを選択して受講いただきます。このほか今回は、大学教授（教職課程専
攻）の指導を受けながら、参加者で授業を完成させるミニワークショップを取
り入れたものや、学校側との関わり方など初めて出前授業を実施する選管職員
向けの内容もご用意しております。詳しくは、下記の【問合せ先】にご連絡く
ださい。
【問合せ先】（公財）明るい選挙推進協会Tel：03-6380-9891

主権者教育だよりへの情報掲載について
主権者教育だよりでは、主権者教育や選挙啓発に関する総務省や各選管などの取組を広く情報発信しています。

自分たちの取組みやイベントを紹介してほしいという希望にも可能な限りお応えしますので、是非ご連絡ください。
なお、配信は毎月月末を予定しています。
【問合せ先】総務省自治行政局選挙部管理課選挙啓発係 内山･堀籠･磯部 Tel：03-5253-5574 FAX:03-5253-5575

⑤主権者教育アドバイザー紹介 小島 勇人（一般社団法人選挙制度実務研究会代表理事）

出前授業等では、18歳の高校3年生が、選挙時に選挙運動の主体になり得ることを前提と
して、「選挙運動リテラシー」の醸成が必須だと感じていますので、私がこれまで経験して
きた選挙管理の実務の現場での実際例を取り入れた話をし、選挙運動や政治活動について、
生徒の皆さんに興味を持って理解してもらえるよう工夫しています。
令和元年6月、神奈川県内の私立高校で実施した出前授業では、

参院選直前であることから生徒がルールを守って選挙運動に参加
できるように政治活動と選挙運動の違いや、高校生がうっかり違反
してしまいそうなこと、高校3年生でも17歳の生徒は選挙運動が
できないことを後から役立つようにＱ＆Aを入れた資料を用いて、
具体的に分かりやすく説明しました。高校生が普段何気なく行って
いるSNSへの投稿が選挙違反となってしまうことがあるという話
など、興味を持っていました。

④「こどもタウン」を開催しました［NEXT CONEXION］

NEXT CONEXIONは、こども達に社会への関心を持ってもらい、
主権者としての意識を育む活動を行う教育NPOです。8月6日に、
中高生と小学生が社会の仕組みを楽しく学び合う「こどもタウ
ン」を松山市で開催、中高生が、授業で学んだ社会の仕組みを踏
まえ、市役所や銀行等の施設を設置した仮想の街を作り、小学生
が仕事を選ぶ・働く・稼ぐ・納税する、という体験を通じて社会
の仕組みを学びました。
今回は選管協力のもと、体験を通じて子供達が見つけたいくつ

かの課題をテーマに市長選挙が行われ、中高生の中から新市長が
選ばれました。新たな市長のもとに、「働く場所や買い物の場所
が限られていて不便」という声が届いています。こういった課題
に対し、市長を中心に街を運営する中高生が検討し、次のこども
タウンで実現していきます。
活動を通して、社会参加のきっかけや社会の課題を自分事とし

て捉える力・主権者としての意識や能力の向上に寄与しています。

②キャンパス・スコープ43号

学生が取材から発行までを一貫して行うフリー・ペーパー「キャンパス・ス
コープ43号」に特集記事を掲載します（10月発行予定）。
今年は、12年に一度の亥年選挙（参議院選挙・統一地方選挙）の年というこ

ともあり、選挙結果を振り返りながら、高校の教員で、主権者教育アドバイ
ザーの黒崎洋介さん、参院選中、50人以上の立候補者を取材したタレントの井
上咲楽さん、一般の学生代表のキャンパス・スコープメンバーで、若者の政治
意識の向上について考える座談会を実施しました。
キャンパス・スコープは全国の大学等に配布されます。紙面が完成しました

らお知らせします。


